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此
争
議
に
援
し
て
仰
と
な
く
紳
壊
な
る
北
械
の
氷
地
が
彼

等
劣
等
な
る
米
人
の
潟
め
仁
一
段
被
せ
ら
れ
北
る
が
'
加
を
戚

に
堪
え
ぎ
る
も
の
で
あ
る
o

一

O
火

星

と

の

通

信

一

天
・
実
感
は
四
千
有
俄
年
問
、
未
設
建
の
放
路
に
服
b
つ
t
E

一

あ
っ
北
世
界
最
古
の
科
率
。
で
あ
る
R
伎
の
エ
プ
ラ
ハ
ム
の
一

時
代
に
於
て
カ
ル
デ
ア
の
牧
人
以
静
に
其
ネ
を
夜
守
'
り
し
一

な
が
ら
滋
忠
一
の
移
動
を
観
測
し
て
必
つ
花
。
宗
設
的
信
仰
一

の
起
る
前
、
詩
人
の
鵡
ふ
に
先
も
、
換
器
の
楼
切
に
先
も
一

美
術
者
が
代
理
石
を
彫
み
青
銅
を
溶
ず
に
先
っ
て
同
十
く
肱
一

に
溌
芽
を
見
文
一
大
・
実
態
以
如
何
に
其
務
法
滋
々
大

b
と
雌
一

号
制
偽
名
茶
湾
の
断
、
波
大
る
飯
域
主
料
率
的
功
削
討
を
牧
め
ん
…

ー
し
す
る
議
活
大
勝
な
る
ほ
恥
M
W
郎
、
美
ず
可
営
ス
ペ
キ
ユ
レ
}
一

ジ
ヨ

y
r
で
あ
る
。
今
岡
一
部
天
才
〈
唱
者
の
問
に
計
議
せ
ら
一

れ
つ
h

あ
る
火
星
よ
し
の
通
信
一
拡
張
し
動
信
ず
れ
ば
科
一
感
を
一

人
娘
の
一
服
利
明
巡
の
鮎
よ
J

り
の
み
打
算
し
之
よ
t
リ
充
分
な

J

る
現
貸
の
報
酬
を
期
待
す
る
功
利
主
義
者
流
の
見
解
に
訴

す
る
最
苦
痛
快
な
る
宜
的
制
で
あ
る
。
(
九
月
十
五
日
稿
)

手車

ぎ柔

領
事
裁
列
ヤ
諭
す小

倉

和

市

第
一
本
飯
事
裁
列
の
定
義

領
事
裁
剣
i
し
は
特
殊
な
る
依
約
の
結
果
と
し
て
締
盟
閣
の

…
方
が
締
蛇
閥
他
方
に
在
惚
ず
る
自
問
医
民
を
民
刑
商
事

其
他
一
拐
の
法
律
関
係
中
の
議
る
も
の
仁
闘
し
花
留
闘
の

裁
剣
符
幣
棋
に
服
従
せ
し
む
る
T

と
な
く
白
闘
の
波
法
に
係

る
綴
現
官
+
ど
し
て
白
閣
の
絵
枠
に
よ
L

り
て
裁
剣
せ
し
む
る

を
云
ふ
一
万
来
隊
際
恐
法
の
原
則
よ

b
一五ふ
I
ζ

き
は
閥
家
は

英
領
域
内
に
於
て
他
閥
の
法
令
を
排
斥
し
て
白
闘
の
法
令

を
執
行
し
式
の
内
仁
花
留
す
ソ
心
者
は
白
閥
氏
、
な
る
も
外
閥

人
北
る
と
営
問
は
ア
恭
司
法
椛
仁
服
従
せ
し
む
る
乙
と
を

得
か
る
べ
か
ら
歩
唯
彼
の
元
首
謀
他
隊
家
の
代
表
者
は
他

閥
在
留
中
夜
惚
闘
の
法
律
規
則
仁
拘
束
せ
ら
る
る
乙
と
な

を
は
附
よ
み
飯
土
主
榔
の
原
則
仁
濁
す
る
一
の
例
外
な
る

E
疑
な
し
と
雌
名
之
れ
一
般
閥
際
交
巡
の
必
要
に
基
国
し

'11 

難

舘E

一一
一
0
0

夫
自
身
に
於
て
閥
際
恐
訟
の
原
則
を
な
す
の
み
〆
な
ら
ポ
ノ
英

の
牧
民
会
く
消
極
的
な
る
告
の
な
る
に
.
以
し
飯
事
裁
剣
は

ず
只
特
殊
の
場
合
に
の
み
存
在
す
る
の
み
な
ら
ポ
務
総
的
仁

他
閣
の
領
域
内
に
於
て
裁
剣
側
怖
を
行
使
せ
ん
ー
に
す
る
も
の

な
る
を
以
て
領
土
主
に
鈎
し
武
仁
重
大
な
る
例
外
な
b'と

一
五
は
た
}
る
べ
か
ら
ヂ

瓦
に
吾
人
は
前
掲
の
定
義
に
於
て
飯
事
銃
剣
は
特
殊
な
る

修
約
の
結
果
な
ん
/
と
一
式
ヘ
F

り
之
れ
飯
取
裁
剣
械
の
枝
擦
を

明
ら
わ
に
せ
ん
と
す
る
の
郎
意
に
出
で
柁
る
-
唱
の

E
ず
前

協
の
如
く
飯
事
裁
剣
は
仮
土
主
桃
の
原
則
に
帆
測
す
拡
非
常

に
設
大
な
る
例
外
に
溺
ず
る
を
以
て
立
一
機
利
は
常
に
依
約

の
上
に
葉
桜
践
を
置
く
可
を
も
の
に
し
て
如
何
に
際
感
な

る
閥
家
が
如
何
に
・
弱
小
な
る
閥
家
仁
鈎
ず
る
場
合
1
ζ

縦
も

依
約
の
規
定
に
操
ら
下
し
て
は
到
応
此
撚
利
を
行
使
す
る

能
は
古
る
も
の
と
す
唯
依
約
に
よ
I

り
て
獲
得
吐
ら
れ
大
る

此
機
利
は
慣
習
の
カ
に
よ
b
て
時
に
資
際
上
禁
餓
闘
に
多

少
旋
狭
の
畿
を
呈
示
す
る
と
と
あ
る
の
み

一
見
に
叉
似
事
裁
剣
は
後
段
仁
於
て
説
明
す
る
が
如
く
究
明

闘
が
米
関
岡
仁
在
向
闘
す
る
白
幽
人
民
を
保
謎
す
る
b
&
目
的

一O日
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と
す
る
唱
の
な
る
を
以
て
遜
常
井
一
郎
的
な
る
が
も
我
闘
が
清

迭
の
諮
闘
に
濁
し
て
消
す
る
が
如
を
唱
の
な

b
t跳
ぢ
常

に
必
し
宅
然
ι
リ
と
一
五
ふ
を
得
安
時
に
締
盟
問
問
に
文
化
の

税
皮
大
来
志
会
仁
川
刀
拘
ら
ホ
ノ
俊
方
が
立
に
白
岡
氏
の
他
方
一

に
在
惚
す
る
替
の
を
在
留
闘
の
絵
紘
下
仁
泣
く
乙
、
t
し
を
官
一

ん
せ
ポ

J

相
互
的
仁
此
椛
利
dr仰
向
保
ナ
ふ
坊
A
V
あ
ん
之
ず
一
札
口
一

人
は
日
紛
戦
役
以
前
に
於
け
る
隔
闘
の
関
係
に
於
て
之
を
一

九
る
人
或
は
斤
而
的
な
る
坊
令
を
院
別
し
て
主
倒
的
の
も
一

の
と
受
倒
的
の
替
の
と
な
し
和
五
的
の
場
介
吉
一
院
別
し
て
一

利
瓦
仁
有
せ
公
る
場
合
と
相
互
に
有
ず
る
場
合
と
な
す
も
一

の
な
ん
ノ
よ
し
雌
宅
一
品
目
人
は
特
に
分
析
論
究
す
る
の
裂
を
見
守
'
一

日
川
口
人
は
本
議
を
終
る
に
臨
み
一

mm領
事
裁
列
の
淑
念
を
明
一

裕
に
せ
ん
が
潟
治
外
泌
総
と
の
差
異
を
摘
示
す
可
し
一

(
問
E

〉
添
削
帆
の
菜
呉
治
外
法
権
以
剣
際
会
訟
の
原
則
と
一

し
て
常
然
存
在
す
ゐ
弘
の
な
ん
と
縦
・
4
領
事
裁
剣
は
一

特
殊
な
る
依
約
の
結
果
と
し
て
接
待
一
す
る
が
も
の
t
ζ

す
一

(
乙
)
椴
利
(
の
想
定
す
る
)
持
燃
に
ふ
中
山
異
治
外
件
前
棋
は
一

君
主
外
交
官
軍
隊
軍
般
傍
其
迎
用
を
受
く
る
容
般
に

制
限
を
受
〈
る
と
雌
屯
領
事
裁
剣
は
斯
械
設
外
閣
の

一一一
O
コ

ベ弘品-

t 
2害

警
薬
害k
R事p

; 
i 

鰐
食料三

塁5

i 
関
… 

i 
SK~ 
器

3 
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他
閥
民
の
在
慢
す
る

E
な
く
随
て
飯
事
裁
剣
の
如
合
間
際
怒
れ
1
9

的
関
係
を
生
山
Y
る
乙
と
な
わ
ん
'
を
然
る
に
彼
の
十
字
軍
起
鼓
に
投
怠
す
ぺ
を
は
飯
事
裁
剣
な
る
る
の
は
認
の
初
期
に

よ
リ
し
西
欧
某
督
教
関
民
が
岡
敬
諮
問
の
人
民
と
践
例
の
機
一
於
て
は
決
し
て
東
方
諸
倒
仁
限
ら
れ
食
る
も
の
に
非
芯
ゐ

合
を
得
て
白
づ
か
ら
遁
商
貿
易
の
盛
大
を
致
す
仁
及
び
之
一
色
是
な
J

り
彼
の
伊
太
一
利
の
如
、
投
伝
統
に
十
回
世
一
利
仁
一
於
て

れ
等
呉
械
の
人
民
間
に
後
生
、
ず
る
諸
積
の
問
題
以
如
何
な
一
諮
闘
に
領
事
を
仮
遣
し
彼
等
字
し
て
白
凶
民
に
闘
す
る
裁

る
方
訟
に
よ
F

り
て
決
定
せ
ら
る
ぺ
を
や
の
疑
問
芝
生
チ
る
一
剣
械
を
行
使
せ
し
め
共
他
の
諸
閥
叉
共
例
に
倣
ひ
た
る
も

は
瞥
然
の
給
巣
に
し
て
倣
事
裁
剣
の
制
皮
は
貨
に
此
疑
問
一
の
あ
る
を
見
る
然
る
じ
欧
洲
じ
於
け
る
此
制
皮
け
い
対
主
の

に
答
ふ
る
の
必
要
よ
I

り
沓
生
し
北
る
も
の
な

b
m刈
く
て
佼
一
様
カ
楼
怒
し
属
地
主
義
が
泌
人
主
義
を
邸
側
ず
る
に
及
び

略
地
に
於
け
る
敵
洲
人
は
所
前
胤
人
訟
の
原
則
に
総
ひ
て
一
て
会
く
其
彩
を
止
め
係
一
議
場
の
職
務
総
樹
は
抗
惚
地
方
の
絵

本
閣
法
仁
一
擦
よ
り
本
岡
官
民
の
支
配
を
受
〈
る
じ
荒
れ
ん
此
一
律
規
則
を
校
寄
せ
診
る
税
皮
に
於
て
本
閥
及
本
閥
人
民
の

慣
例
的
撚
利
は
十
字
軍
の
結
巣
と
し
て
掠
奪
せ
る
土
地
が
一
商
業
上
総
憐
上
の
利
手
主
計
る
に
止
ま
る
仁
宏
れ

b

岡
敬
閥
、
北
る
土
闘
の
然
め
に
奪
逃
せ
ら
れ
允
ゐ
後
と
雌
弘
一
今
徽
て
東
方
諸
闘
を
見
る
に
十
二
世
紀
以
来
決
定
せ
ら
れ

依
然
と
し
て
継
続
す
る
に
歪
れ
ん
謙
一
方
に
於
て
欧
洲
人
ア
サ
い
る
領
事
裁
剣
は
依
然
と
し
て
織
総
し
千
五
百
二
十
八
年

氏
以
奥
数
閣
の
法
棋
の
下
仁
あ
l
り
J

て
は
身
憾
生
命
財
産
の
一
及
千
五
百
一
一
エ
!
五
年
例
土
問
に
締
結
ぜ
ら
れ
文
る
特
別
総

・
安
問
を
期
す
可
か
ら
wd
る
主
主
張
す
る
と
同
時
に
他
方
仁
一
約
k
始
め
と
し
て
英
路
焼
普
の
諸
闘
相
路
い
で
土
凶
と
俄

於
て
土
例
は
異
数
者
た
る
欧
洲
人
を
白
閥
訟
の
配
下
仁
程
一
約
、
ど
締
結
し
て
其
例
制
利
を
織
広
せ
t

り

ぬ
己
保
設
企
胤
ハ
ふ
る
ζ
l
s
h
k
拒
め
る
が
斜
め
議
・
米
の
悦
例
は

v

被
叫
別
に
於
て
は
千
レ
七
百
O
九
年
例
悶
と
締
約
し
て
以
来
英

愈
以
て
禁
根
底
を
凶
ふ
す
る
に
歪
れ
る
も
の
に
し
て
列
間
一
一
時
制
路
で
同
郎
官
の
依
約
を
締
結
せ
'
り

は
斯
仙
紙
‘
献
定
の
錦
め
争
ふ
て
同
閣
と
締
約
を
締
結
す
る
仁
支
那
は
千
八
百
四
十
一
一
一
年
及
千
八
百
六
十
九
年
の
依
約
仁

73 

知:

鈴t

。
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よ
b
英
国
に
奥
ふ
る
に
領
事
裁
剣
機
、
ど
以
て
し
蕗
倣
宅
亦
領
事
裁
列
織
の
絡
聞
は
事
賃
上
岡
依
約
に
税
定
せ
る
所
を

依
約
に
よ
っ
て
斯
積
の
椴
利
を
獲
得
せ
J

り
喰
投
話
す
べ
を
出
で
含
る
郊
の
と
す
共
の
後
我
協
の
究
明
は
歴
史
上
米
脅

は
文
那
に
於
け
る
飯
事
裁
剣
棋
は
土
閣
に
於
け
る
が
も
の
に
~
有
の
進
歩
、
ど
な
し
北
る
結
果
隙
約
の
改
正
母
共
ド
師
事
裁

比
し
て
奨
餓
闘
一
府
底
抗
な
る
の
事
貨
な
r
り
と
す
一
一
列
は
全
然
撤
退
せ
ら
れ
柁
1

ハノ

つ品・』官

Y

ゴ
し
は
千
六
百
八
十
二
年
以
来
締
結
闘
と
領
事
裁
一
他
方
に
於
い
て
我
閣
は
明
治
九
年
一
一
月
二
十
六
日
の
日
持

列
候
約
を
締
結
せ
ら
就
中
千
レ
七
百
九
七
九
年
商
モ
間
の
係
一
候
約
、
明
治
十
六
年
レ
七
月
二
十
五
日
の
日
斡
貿
易
規
則
等

約
は
特
殊
の
規
定
を
包
合
ず
る
を
以
て
特
に
識
者
の
詮
志
一
に
よ
I

り
て
緯
闘
に
於
て
仮
事
裁
剣
械
を
行
使
し
来

b
tる

ず
る
所
な

6

…
が
も
の
と
す
情
簡
に
収
却
し
て
は
明
治
二
十
レ
七
年
日
椅
戦
争
に

其
他
の
線
開
選
羅
ル
!
マ
ニ
ヤ
、
セ
ル
ピ
ヤ
等
の
諮
問
弘
一
至
る
迄

mm立
的
に
飯
事
裁
剣
織
を
行
使
し
来

0
・
花
る
も
同

亦
大
同
小
呉
の
総
攻
を
有
す
る
俄
約
に
よ
t

り
て
領
事
裁
剣
…
収
役
以
後
一
狂
的
関
の
み
清
岡
に
於
て
領
事
裁
列
企
行
ふ
の

の
継
を
欧
洲
訪
問
に
許
興
せ
よ
り
一
棋
を
有
し
在
日
紛
図
人
民
は
全
然
我
治
棋
の
下
に
師
、
ず
る

捻
に
笠
ム
り
て
は
予
は
我
閥
の
膝
史
上
に
於
け
る
領
事
裁
剣
一
仁
奈
れ
6
我
閣
は
叉
選
総
闘
に
於
て

G
同
闘
が
総
制
の
股

に
閥
じ
て
二
一
口
ず
る
所
な
か
る
可
か
ら
ホ
，
r

我
が
岡
仁
於
け
…
草
を
告
?
る
に
一
定
る
迄
仮
事
裁
剣
織
を
行
使
し
得
る
も
の

る
仮
事
裁
舛
の
漉
協
は
安
政
一
万
年
の
締
結
に
係
る
日
英
ス
ア
と
す

チ
ル
リ
ン
グ
依
約
な
'o
異
議
郎
防
燦
笠
訪
問
問
活
亦
係
約
の
一
第
一
ニ
章
飯
事
裁
剣
存
在
の
理
由

結
果
と
し
て
斯
棋
を
獲
得
せ
I

り
就
中
最
唱
完
全
な
る
宅
の
…
領
事
裁
列
存
花
の
現
出
に
関
し
て
は
前
章
に
於
て
阪
に
…

を
明
治
二
年
九
月
十
四
日
日
興
問
に
締
結
せ
る
依
約
な
ら
、
ム
一
一
日
せ
る
所
あ
ら
し
と
雌
名
今
注
に
此
制
に
闘
す
る
ご
設
を

1

乙
す
爾
鈴
の
諸
闘
は
最
恵
閣
僚
欽
の
効
果
に
よ
F94
て
同
僚
泉
げ
て
之
を
論
評
す
ぺ
し

約
に
均
癒
せ
る
を
以
て
欧
洲
諸
闘
が
我
闘
に
於
て
有
せ
し
(
叩
)
ウ
芯
ス
ト
レ
1
キ
博
士
は
誕
装
闘
際
法
原
論
k
於，

75 

て
飯
事
裁
郷
の
制
度
は
会
く
究
明
種
類
の
相
遼
仁
基
図
す
を
践
が
才
る
の
議
論
と
云
は
合
る
を
得
ポ
/

る
が
も
の
じ
し
て
該
制
皮
は
高
皮
の
究
明
を
有
じ
飯
事
裁
剣
(
乙
)
他
の
一
波
の
論
者
は
日
く
究
明
闘
と
米
関
闘
と
の

械
を
行
使
す
ゐ
ト
と
を
可
能
な
ら
し
む
る
に
足
ゐ
の
助
力
を
同
じ
は
人
情
憤
湖
沼
宗
一
叙
滋
徳
法
制
等
の
鮪
に
就
営
重
大
な

俄
約
の
規
定
に
的
押
捺
し
て
胤
ハ
去
る
乙
と
宮
川
付
る
の
み
な
ら
る
業
呉
あ
る
を
以
て
究
明
岡
氏
は
共
花
留
せ
る
米
関
闘
の

-V式
先
滋
お
が
呉
輔
の
究
明
に
伴
ふ
必
一
袋
依
件
を
了
解
す
泌
制
に
依
頼
し
到
底
生
命
身
慨
及
川
相
涯
の
安
倒
を
期
す
可

る
乙
と
を
得
る
程
度
に
進
歩
せ
る
閥
家
に
於
て
の
み
資
施
か
ら
み
が
ノ
之
此
特
殊
の
制
皮
を
必
要
と
す
る
所
以
な
'
り
と
此

コ
る
、
乙
と
を
得
る
唱
の
な
ら
1
ζ

溺
へ
ら
此
説
は
領
事
裁
授
に
腕
ナ
る
論
者
が
時
じ
丈
明
捌
未
開
闘
な
る
語
に
代
ヘ

剣
の
問
題
は
丸
公
然
閥
家
の
俄
様
を
共
有
せ
な
る
轡
族
問
に
て
悲
替
数
限
な
る
名
稀
を
用
ふ
る
乙
、
と
あ
る
が
放
に
人
識

於
て
は
後
生
の
係
地
な
を
乙
と
を
説
明
す
る
の
貼
に
於
て
一
は
比
減
の
論
者
は
女
明
米
関
の
阪
別
を
宗
数
の
差
呉
に
賢

一
一
闘
の
呉
川
一
を
合
ま
な
る
に
非
歩
ー
し
雌
も
単
一
・
一
覚
自
凶
の
館
一
き
以
て
飯
事
裁
剣
存
立
の
理
由
を
説
明
せ
ん
と
す
る
仁
非

域
内
に
他
閥
法
械
の
行
は
る
、
不
幸
な
る
欽
総
を
説
明
す
一
含
る
か
を
焼
ふ
も
の
あ
ら
と
臨
も
之
れ
皐
一
党
合
一
口
語
上
の
論

る
に
白
闘
が
岡
家
を
し
て
の
依
を
有
臥
一
一
し
飯
事
裁
剣
の
費
一
宇
仁
泌
ぎ
歩
今
日
の
所
前
究
明
の
制
度
な
る
も
の
は
賢
際

行
を
可
能
な
ら
し
ひ
る
の
資
力
あ

b
と
し
て
自
ら
舷
ひ
る
一
幕
替
数
岡
氏
の
問

ι税
法
し
米

-otる
の
事
貨
に
徴
ず
る

者
に
琢
ム
ツ
て
の
僻
・
柄
な
る
と
と
を
得
る
に
渇
ぜ
り
ふ
少
高
橋
博
一

v
tさ
は
ど
述
の
名
稀
を
用
ふ
る
も
絡
針
に
ザ
小
山
町
な
r
り
と
し

士
の
防
仁
論
破
せ
る
が
如
く
東
方
諮
問
は
仰
が
故
に
欧
米
一
て
排
斥
す
る
に
足
ら
診
る
な
I

り
況
ん
や
っ
マ
ル
デ
シ
ス
L

諸
岡
仁
在
寵
す
る
白
閥
民
の
上
に
飯
事
裁
剣
棋
を
行
使
す
一
阻
ん
の
如
を
所
前
頑
闘
な
る
議
数
決
dυ

目
せ
ら
る
る
論
者
と

る
乙
・
と
能
は
w
d

る
や
の
問
題
を
解
決
す
る
乙
之
能
は
も
d

る
一
脈
弘
明
ら
が
に
其
著
書
広
於
て
つ
お
殺
の
呉
な
る
を
班
・
-m

の
ふ
な
ら
ポ
現
今
飯
事
裁
判
列
の
行
は
れ
つ
h

あ
る
閥
家
Ff-

ー
し
し
て
此
特
械
を
享
受
す
る
号
の
に
非
診
る
し
を
認
h
u
る

之
を
行
ふ
閥
家
と
の
問
'
に
・
存
J
P
J

る
資
際
の
欽
践
に
呉
基
礎
今
日
何
人
と
跳
が
も
名
稲
の
魚
川
め
い
レ
本
来
の
訓
抗
議
を
誤
る
乙

手住

。、
五

&fJi 
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ιな
き
配
信
ホ
J

を
概
法
一
閃
す
れ
ば
其
酬
と
術
事
駐
初
凶
と
の
問
に
締
結
せ
ら

州
問
叩
絞
の
論
者
ー
し
限
切
究
明
の
杓
泣
-P一
云
々
す
る
に
位
れ
た
る
総
約
の
銭
閣
内
に
て
制
定
ι
い
よ
-
勺
れ
た
ゐ
倣
専
の
本

っ
(
必
中
市
ノ
し
活
今
日
東
西
興
積
の
究
明
間
に
W
H
(

在
し
何
人
r

関
・
訟
の
規
定
に
よ
・
・
り
て
定
ま
る
ρ
も
の
と
す
今
谷
凶
の
械
成

ー
し
雌
竺
小
川
認
す
る
乙
i
ふ
能
川
芸
る
似
劣
の
皮
に
必
然
想
到
…
泌
を
見
る
に
大
現
在
の
三
系
統
あ
る
も
の
の
如
し

せ

2
bし
に
ゑ
亦
も
り
る
可
な
を
以
て
此
新
よ
1

り
見
あ
と
を
一
第
一
、
例
閥
系
統
此
系
統
に
脱
す
る
飯
事
裁
刷
判
所
の
組

以
貸
際
上
初
こ
践
と
総
約
に
相
料
れ
合
る
の
発
防
災
含
存
ナ
一
織
は
，
有
名
な
る
千
六
百
八
十
一
年
の
路
上
訟
に
某
凶
し
叫
ん

る
仁
非
常
く
と
除
・

5
十
は
第
二
説
の
寧
ろ
論
畑
一
止
硲
仁
よ

b
一
後
幾
多
、
活
令
の
務
布
に
よ
h'
て
今
日
け
に
手
力
士
る
告
の

て
日
比
一
切
一
服
な
る
を
い
俗
、
す
心
"
も
の
な
J

り

一

一

に

し

て

之

等

の

絵

令

に

掠

ふ

と

を

は

要

す

る

に

一

領

事

一

符

第
間
平
飯
事
裁
剣
所
の
組
織
…
斡
阪
域
毎
に
一
個
の
怒
サ
裁
判
所
を
設
縦
し
此
裁
剣
山
川
、
は

飯
事
裁
剣
は
一
克
明
闘
が
米
関
闘
の
飯
域
内
に
於
て
許
血
ハ
せ
一
訴
訟
事
項
の
民
商
事
吹
る
I
ζ

刑
事
に
み
と
に
よ
'
う
て
民
、
寄

ら
れ
党
る
特
椴
た
る
と
同
時
に
叉
彼
等
の
義
務
な
る
h

と
を
一
迎
の
方
法
必
見
仁
、
す
る
け
も
の
な
[
十
、

j

古
川
る
べ
か
ら
歩
米
関
山
間
以
此
の
梢
利
を
英
明
闘
に
許

-mハ
ナ
一
一
、
民
事
及
商
事
此
場
合
に
あ
ん
ノ
て
裁
剣
所
は
一
符
の

る
と
同
時
に
白
凶
に
担
問
ず
る
之
一
等
の
州
問
手
γ~
保
認
す
る
一
領
事
が
其
心
臓
桃
内
に
於
て
自
己
の
鮮
戦
匝
域
内
の
似
凶

の
安
径
を
駐
倒
飯
事
の
上
に
印
せ
し
め
て
自
ら
塁
手
ど
党
一
人
中
よ
ら
懇
怪
し
允
る
に
こ
人
の

mm寂
何
事
E

と
よ
P9成
る

る
、
も
の

t
ナ
、
マ
ル
ユ
ノ
Y

ス
咋
ん
は
日
ヘ
1

り
各
女
別
閥
政
一
社
領
事
は
白
闘
の
術
立
の
芯
凡
堂
社
隠
す
る
ζ

と
配
得
る

山
川
以
来
開
闘
に
ふ
仏
関
ず
る
自
問
人
目
的
仁
闘
し
呉
伯
の
悶
-
家
一
い
い
泌
ぎ
ポ
J

此
の
館
一
部
品
誠
一
列
所
-
に
針
す
る
控
訴
は
土
一
故
防
凶

料
ヵ
下
代

jbeの
な
る
が
故
に
其
一
地
に
於
て
善
良
な
る
司
一
に
あ
る
領
事
の
裁
一
剣
に
糾
問
し
て
は
っ
ヱ
イ
し
裁
剣
所
一
久
文

以
上
保
障
ナ
阿
世
議
剣
所
を
技
法
せ
守
ゐ
可
わ
ら
ず
£
那
護
側
等
に
あ
る
阪
事
裁
剣
仁
測
し
て
は
柴
拐
の
裁
剣
所

伴
上
友
道
徳
上
の
義
務
を
'
一
仰
ナ
ー
ι飯
事
裁
仰
の
構
成
は
之
に
提
出
す
る
唱
の
と
す
、
而
し
て
之
等
の
裁
列
所
の
判
決
一
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会tfe

守6

に
封
ず
る
不
服
は
常
仁
巴
盟
の
大
審
院
へ
上
告
せ
し
ひ

二
、
刑
事
刑
事
に
闘
し
て
は
遼
警
罪
、
税
罪
及
章
一
界
を

匝
別
し
第
一
の
場
令
仁
あ
よ
ツ
て
は
飯
事
は
単
摘
に
て
始
寝

及
終
審
の
剣
決
配
下
し
此
剣
決
に
到
し
て
は
控
訴
叉
は
上

告
を
許
ヨ
ホ
J

第
二
の
坊
令
に
あ
ん

J

て
は
飯
事
は
二
名
の
陪

緑
剣
事
E

乙
共
に
A
V
議
裁
列
、
子
組
織
し
剣
決
は
領
事
自
ら
之

宮
下
す
第
一
一
一
の
場
合
に
あ

b
て
は
領
事
は
単
に
珠
駅
付
州
内
事

の
職
務
を
司
・
-hJ
領
事
裁
剣
所
は
印
ゆ
り
務
審
裁
列
と
し
て
行

動
す
る
の
み
れ
公
剣
は
常
r
h架
線
叉
ほ
っ
ヱ
ィ
し
の
裁
剣
所
之

を
管
轄
す
獅
伊
及
白
の
飯
事
裁
列
所
以
此
系
統
に
印
刷
す

第
二
・
英
閥
系
統
東
洋
に
於
け
る
英
闘
の
領
事
裁
剣
所

以
英
本
閥
裁
剣
所
の
構
成
訟
を
採
用
し
北
る
分
も
の
に
し
て

千
八
百
六
十
四
年
千
八
百
六
十
五
年
千
八
百
七
十
三
年
及

千
八
百
八
十
一
年
の
板
絞
院
A
T
に
準
披
ず
る
唱
の
な
よ
ツ
、

今
其
組
織
の
樹
慨
を
泉
げ
ん
じ
裁
剣
所
拡
一
人
の
傾
事
及

其
領
事
の
傍
聴
鼠
域
内
に
在
留
す
る
英
同
臣
民
中
よ
-b
選

任
せ
ら
れ
大
る
二
人
法
し
く
は
間
人
の
陣
容
剣
事
よ
ら
成

}
り
第
一
界
と
し
て
在
M
m
英
閥
人
の
一
明
の
訟
律
関
係
を
裁

剣
ナ
、
刑
事
の
坊
令
に
み
よ
ツ
て
は
毎
年
該
領
事
管
轄
広
域

内
に
夜
留
す
る
英
人
中
よ
』
り
怒
任
せ
る
五
人
の
笠
松
閣
議
人

立
舎
の
上
聞
総
す
路
訴
院
は
ニ
例
あ
t
y
…
は
君
阿
川
に
あ
よ
ツ

て
同
地
方
に
存
在
す
る
飯
事
裁
剣
所
の
上
級
裁
釧
所
北
f

り

但
し
英
悶
は
何
時
仁
て
も
関
窓
仁
此
裁
列
所
を
共
他
の
仙
川

に
務
ず
の
機
あ
ム
リ
他
の
一
は
上
海
に
み
の
r
り
て
文
那
勝
闘
に

あ
る
領
事
裁
郷
所
の
上
級
裁
剣
所
な
f

り
之
等
上
級
裁
剣
所

の
所
ロ
日
波
及
列
官
の
任
命
は
英
図
政
府
み
ん
を
行
ふ

第
三
係
閣
系
統
東
洋
に
於
け
る
係
閣
裁
剣
所
は
波
斯

仁
於
け
る
も
の
を
除
、
ぎ
其
組
織
の
紡
に
就
ぬ
戸
司
法
律
上
の
根

強
を
有
せ
古
ふ
も
の
な
ん

J

、
今
滋
閥
商
法
の
規
定
に
基
九
九

b

波
郊
に
於
け
る
諒
閣
の
飯
事
裁
川
内
所
の
組
織
、
宮
榔
究
せ
ん

に
第
一
容
裁
剣
所
に
し
て
終
似
併
を
司
る
も
の
ニ
あ
y
り
一
一
以

領
事
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
路
附
町
民
間
の
争
議
を
裁
決

す
る
飯
事
裁
剣
所
に
し
て
他
拡
仮
事
の
停
戦
監
域
外
仁
住

ず
る
跨
凶
山
民
間
の
れ
公
訴
以
訴
し
議
決
ナ
る
一
公
使
館
執
剣

所
な
1

り
第
一
の
場
合
に
於
て
は
領
事
之
が
長
大
1

り
第
二
の

場
合
に
於
て
は
お
、
使
館
の
写
長
総
官
之
が
い
位
、

k
yり
何
れ
の

場
A
V
に
於
て
宅
在
m
m
M
蕗
州
問
問
民
中
よ
ら
万
一
議
せ
し
め
大
ゐ

階
席
剣
事
を
…
裂
す
第
二
審
裁
剣
所
は
第
一
容
の
一
公
使
館
裁

O 
.11 



剣
所
も
薬
組
織
を
異
仁
し
れ
公
使
館
秘
書
官
の
長
者
を
以
て
る
も
支
出
持
の
場
合
に
あ
よ
リ
て
は
飯
事
拡
唯
滋
似
併
を
行
ふ
に

所
長
と
な
せ
る
会
使
館
裁
剣
所
な
λ

ソ
此
場
合
に
於
て
屯
長
過
ぎ
歩
会
剣
は
長
崎
地
方
裁
剣
所
の
管
轄
仁
尉
ナ
似
し
特

伎
が
テ
八
一
プ
ン
在
惚
滋
例
目
民
よ
I

り
滋
探
任
命
し
食
る

E

陪
一
別
の
規
定
仁
よ
L

リ
外
務
大
間
以
成
る
秘
の
刑
事
々
一
件
に
一
十

応
剣
事
を
裂
す
、
土
闘
に
於
け
る
路
一
州
の
領
事
裁
剣
所
に
~
し
闘
交
上
必
要
ゐ
よ
り
と
認
ひ
る
と
を
似
特
仁
之
、
を
倣
事
の

闘
し
て
は
商
法
中
の
二
仰
の
僚
支
仁
よ
ム
ソ
れ
留
路
閥
人
砿
管
轄
よ
I

り
奪
ひ
去
る
乙
と
を
如
何
ゐ
、
も
の
と
す
而
し
て
似
事

幹
謀
反
司
法
に
閥
し
討
府
駐
制
の
一
郎
閥
抗
公
使
及
凡
て
の
一
路
の
裁
列
に
封
ず
る
技
訴
又
は
抗
ム
日
以
廿
失
額
制
仁
よ
よ
ツ
て
長

問
飯
事
の
命
令
を
来
・
せ
か
」
る
可
か
ら
も
C

る
事
及
在
留
一
路
凶
崎
控
訴
院
叉
は
岡
地
方
裁
剣
所
之
を
管
絡
す
此
迎
行
法
制

人
の
川
一
利
£
闘
す
る
乙
と
は
会
伎
監
督
の
下
仁
あ
る
委
員
仁
子
し
て
は
別
広
議
論
な
ぎ
仁
非
す
と
蹴
電
設
に
之
を
論

舎
の
乎
仁
蹄
す
可
営
ρ
も
の
な
る
ζ

と
を
規
定
せ
る
の
み

J

・
ヂ
る
の
返
を
有
せ
ふ
が
，
r

我
凶
に
於
て
は
明
治
三
十
二
年
路
枠
制
加
レ
七
十
蹴
寸
似
事
鉛
第
五
点
何
十
領
事
裁
剣
継
の
絡
悶

の
職
務
に
干
す
る
件
し
に
よ
b
依
約
叉
は
慣
例
じ
よ
t

り
飯
飯
事
裁
列
秘
の
範
闘
は
依
約
及
各
凶
の
誤
令
に
よ
ιリ
て
定

事
裁
剣
椴
身
行
ふ
乙
と
を
得
る
領
事
官
は
奨
職
桃
な
る
訴
ま
る
も
の
に
し
て
仰
れ
の
場
合
に
於
て
も
常
仁
同
一
な
よ
ソ

談
事
件
並
に
非
訟
事
件
に
干
す
る
事
務
及
登
記
事
務
仁
子
一
五
ふ
を
待
歩
従
，
て
各
場
合
を
恕
げ
て
詳
細
に
之
を
論
泌
す

し
依
約
及
慣
例
仁
抵
仰
せ
コ
る
範
関
内
に
於
て
地
方
裁
列
る
は
W
付
日
勿
の
法
一
山
ド
ド
非
ぎ
る
を
以
て
予
は
次
の
分
紛
の
下
広

所
反
院
裁
列
所
の
職
務
を
行
ひ
検
事
裁
剣
所
書
記
叉
は
執
民
事
商
事
及
刑
事
に
干
し
泌
常
務
秘
利
の
純
樹
仁
崩
す
と

法
定
の
職
務
は
飯
事
館
員
叉
は
者
LW

校
官
叉
け
い
必
要
に
附
m
b

認
め
ら
る
対
も
の
を
明
ら
か
に
す
べ
し

阿
訟
の
規
定
に
従
ひ
て
俗
A
W
し
大
る
其
他
の
る
の
を
し
て
第
一
民
事
及
商
事

之
仁
-
皆
ム
り
し
り
刑
事
仁
干
し
て
は
粧
界
霊
山
升
を
別
も
経
界
甲
、
同
一
悶
絡
を
宥
ず
る
外
岡
人
間
の
訴
訟
以
廷
闘
の

は
領
事
は
致
容
を
行
は
ポ
J

し
て
之
を
裁
列
、
ず
る
乙
と
を
得
領
事
裁
剣
所
の
管
轄
に
潟
ナ

雑

総

t;s 

f~ 留
品

'19 

乙
図
絡
を
思
(
仁
ず
る
外
闘
人
間
の
訴
訟
は
被
告
の
厨

ず
る
闘
の
領
事
裁
列
所
の
管
轄
の
払
る
を
通
則
と
す
但

し
土
闘
に
於
〈
は
千
八
百
二
十
年
実
一
関
側
蕗
の
諸
大
、

伎
に
交
換
せ
ら
れ
脱
却
舎
の
結
果
と
し
て
獄
洲
人
間
の
一

争
議
は
浪
々
司
法
委
員
の
乎
仁
委
ず
る
じ
し
と
な
れ
よ
ッ
一

鼓
じ
問
題
と
な
る
は
飯
事
裁
裁
剣
椛
を
有
す
る
外
一

図
人
民
ょ
ん
今
総
閥
民
又
は
今
総
約
閥
民
じ
封
ず
一

る
訴
訟
の
管
轄
な
ら
予
は
特
別
の
規
定
な
き
限
1
9
F

飯
土
士
山
織
の
本
則
に
従
ひ
在
留
闘
の
管
轄
仁
腐
す
可

を
唱
の
と
信
事

J

内
外
側
人
と
内
閣
人
間
の
訴
訟
γ
円
干
し
て
は
ニ
側
の

主
義
あ
よ
り

第
一
の
主
義
は
真
に
(
イ
)
純
然
食
る
被
告
本
閥
管
轄

主
義
と
(
官
)
外
凶
人
が
被
告
文
る
坊
令
の
み
領
事
裁

剣
所
の
管
轄
に
事
加
し
内
閣
人
、
が
被
告
な
る
場
令
仁

於
て
慰
問
闘
の
裁
剣
所
は
閥
係
領
事
館
通
誌
の
出
席

補
助
を
侠
つ
乙
と
を
W
訳
す
る
主
義
i
し
の
ニ
あ
よ
ツ

第
二
の
主
義
は
斯
樹
の
訴
訟
は
凡
て
内
外
雨
閥
代
表

者
の
参
興
す
る
視
令
裁
剣
所
の
管
轄
に
蹄
せ
し
め
ん

総

銭

J 

一一
一
O
凡

l 

と
す
る
も
の
な

b

土
闘
に
於
て
は
千
八
百
六
十
八
年
六
月
九
日
の
議
定
書

仁
よ
ム
ソ
民
事
丘
寸
し
領
事
裁
剣
所
の
椛
能
に
判
別
し
皆
然

な
る
制
限
を
加
ヘ
土
問
倣
域
内
仁
存
在
す
る
不
動
産
に

干
す
る
訴
訟
に
就
さ
て
は
外
凶
人
が
仮
令
不
動
政
所
有

の
機
能
を
有
す
る
場
合
之
総
川
市
原
告
文
る
と
被
告
北
る

と
を
問
は
歩
常
に
紹
濁
に
土
閣
の
裁
剣
椴
仁
服
従
す
べ

を
も
の
と
な
せ
t
り

第

二

刑

事

甲
同
一
悶
絡
を
有
す
る
外
閑
人
間
の
犯
罪
事
件
は
其

闘
の
飯
事
裁
剣
所
の
符
絡
に
崩
ず
る
乙
と
論
な
し

乙
図
絡
を
異
に
す
る
外
閑
人
間
の
犯
罪
事
件
は
常
然

被
告
所
周
闘
の
領
事
裁
剣
所
之
を
管
轄
す

丙
内
図
人
民
の
在
留
外
岡
入
じ
濁
し
て
潟
し
花
る
犯

罪
は
内
閣
の
裁
剣
所
之
を
管
轄
す

丁
在
留
外
岡
人
の
内
閣
人
目
的
に
訴
し
て
処
し
大
る
犯

罪
行
潟
は
該
外
閣
の
版
事
裁
剣
所
之
を
管
献
す

兵
他
千
レ
七
百
O
八
年
・
・
例
波
線
約
に
於
て
例
入
と
誕
の
他

の
閥
民
間
の
訴
訟
事
件
り
凡
て
波
新
法
仁
従
ぴ
波
新
裁
剣

}一
一
O
九
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所
に
て
列
決
'
せ
し
り
と
規
定
せ
る
が
'
却
を
千
八
百
二
十
八
&
党
る
k
b

の
利
議
あ
!
り
と
総
司
同
時
に
共
の
鉢
容
は
貨
に

年
の
滋
波
候
約
に
於
て
際
協
人
よ
1

り
波
斯
人
に
濁
す
る
犯
芯
ぷ
可
か
ら
か
る
唱
の
あ
る
な
f

り
此
携
訴
は
官
}
レ
Y

ス

界
は
波
斯
裁
列
所
の
剣
決
に
委
す
i
し
総
も
所
訪
は
飯
事
叉
…
氏
の
税
に
指
摘
せ
る
が
如
く
仮
事
制
度
の
下
に
許
興
せ
ら

は
お
伎
に
於
ィ
.
之
を
錯
す
と
規
定
せ
る
が
如
を
治
閣
が
欧
一
れ
北
る
党
許
の
皮
汎
な
る
と
米
関
閥
の
撚
力
が
ふ
仕
協
外
岡

洲
谷
閣
と
の
依
約
に
於
て
文
那
人
が
め
剖
事
者
と
し
イ
ム
加
は
一
氏
に
針
し
て
行
は
れ
も
d

る
と
に
基
く
と
蹴
る
抑
る
亦
領
事

る
訴
訟
政
皆
仮
事
を
支
那
官
窓
共
同
に
・
裁
剣
す
と
規
定
せ
一
日
英
人
の
不
注
意
不
諮
慨
に
基
hu
ポ
ノ
ん
ば
あ
る
べ
わ
ら
ポ
獄

る
が
如
を
真
に
叉
商
問
モ

H

Y
ゴ
問
の
依
約
に
於
て
も
閥
一
に
戎
ノ
刷
聞
の
如
を
は
倣
事
に
鼠
ハ
ふ
る
仁
容
易
に
土
人
を
帥
化

に
於
て
犯
罪
せ
る
百
凶
人
は
之
を
飯
事
叉
は
最
近
の
首
脳
一
せ
し
む
る
の
棋
を
以
て
す
る
が
故
仁
不
良
の
徒
は
外
悶
々

官
怒
仁
引
渡
す
可
し
と
し
一
七
閑
人
が
犯
罪
を
な
し

't
る
と
一
総
合
獲
得
し
て
之
を
利
用
し
詳
俗
劫
奪
bqe
悲
ふ
し
て
土
人

き
は
業
関
略
府
に
引
渡
す
可
し
と
規
定
せ
る
が
'
加
を
皆
倒
一
を
昔
し
め
つ
弘
容
易
に
所
罰
を
沼
地
れ
つ
h
あ
る
を
見
る
此

事
裁
剣
の
一
般
原
則
仁
川
測
す
る
例
外
な
J

り
と
す
一
不
完
全
な
る
制
度
の
弊
容
は
何
人
之
雌
も
非
認
す
み
能
は

本
学
を
絞
る
に
臨
み
澄
鍬
仁
闘
し
二
一
一
口
せ
含
る
可
か
ら
ホ
ノ
一
部
d

る
所
に
し
て
戒
は
れ
公
然
此
制
皮
の
肢
止
を
市
ヘ
戒
は
之

印
・
も
庄
惚
闘
に
於
て
領
事
の
保
誌
を
受
け
ん
止
す
る
る
の
一
が
根
本
的
鑓
改
を
主
張
す
る
唱
の
ゐ
L
ツ
叉
故
な
な
に
非
グ

は
深
め
白
倒
領
事
虫
館
に
自
己
の
姓
名
宮
港
織
す
る
乙
と
宏
一
る
な
1
9
奇
人
は
欧
洲
諮
問
の
領
事
裁
列
の
斜
め
に
故
及
川
川

張、
Jy
而
し
て
戸
主
の
経
絡
は
家
族
-
C
も
其
効
果
を
及
ぼ
す
一
如
何
な
る
苔
携
に
設
仰
せ
し
か
ま
凡
て
同
一
地
に
於
け
る
浪

も

の

よ

し

ず

一

会

務

所

の

潟

抗

生

が

資

に

止

U
K俗
芸
る
必
一
袋
に
出
で
大

る
を
見
る
な
-b第

レ
心
意
領
事
裁
判
の
治
減

領
事
裁
剣
は
岡
家
術
立
の
原
則
に
濁
ず
る
悲
し
む
一
り
な
・
却

2

第
六
本
飯
事
裁
剣
の
鮮
容

米
関
闘
は
究
明
岡
仁
机
到
し
領
事
裁
剣
棋
を
許
一
山
決
す
る
に
よ

ら
ん
自
闘
に
在
留
す
る
究
明
閥
民
に
針
、
ず
る
保
護
の
・
責
任

告f:己主

尽
在
る
に
も
拘
は
ら
歩
前
泌
の
理
由
仁
よ
b
品
共
存
立
を
認
第
二
究
明
図
が
未
聞
闘
を
併
有
す
る
に
査
よ
り
大
る
坊
や

め
ら
る
、
も
の
な
る
を
以
て
蛾
椴
存
立
原
因
の
治
以
し
共
挽
ム
一
目
す
れ
ば
征
服
合
併
等
に
し
よ
j
ソ
て
米
関
闘
が
究
明

仁
椴
利
自
般
も
亦
終
止
せ
合
ゐ
ぺ
わ
ら
ポ
今
其
の
消
滅
の
〕
閥
領
域
の
一
部
を
処
ず
に
歪
t

り
た
る
は
ゆ
A

げ
な
ら
と
す

場

人

官

を

列

恕

す

れ

ば

次

の

如

じ

一

以

上

二

似

の

場

合

に

就

て

は

凶

家

拡

部

制

の

行

匁

を

第
一
米
関
闘
が
進
歩
筏
絵
空
慾
げ
其
法
律
制
度
が
女
別
一
以
て
常
然
領
事
裁
列
の
廃
立
を
民
ム
一
一
日
ナ
る
を
mw
る
が

闘
に
比
し
遜
ぶ
い
な
さ
じ
資
れ
る
場
人
官
に
就
き
て
は
我
一
如
し
4
f
一
蹴
も
決
し
て
然
ら
歩
他
閣
は
此
等
の
場
令
に

闘
の
竃
質
例
最
も
能
く
之
を
設
す
千
八
百
九
十
年
バ
テ
一
於
て
は
航
停
機
含
有
す
る
対
も
の
な
ゐ
を
以
て
孫
め
闘

ル
ノ
ス
ト
ロ
氏
は
臼
く
閥
際
日
公
件
前
の
秘
結
よ
p

り
日
本
一
係
諮
問
の
令
意
た
経
な
る
べ
か
ら

F

中
J

但
し
令
訟
は
切

は
今
や
飯
事
裁
剣
の
撤
退
を
請
求
す
可
営
充
分
の
縦
一
一
市
大
る
と
黙
示
た
る
と
を
問
は
か
る
な
1

り
然
れ
ど

利
を
有
ず
如
何
と
な
れ
ば
日
本
仁
於
け
る
認
務
制
は
一
も
若
L
良
好
な
る
司
港
制
皮
k
維
持
す
可
を
充
分
の

、
田
洋
諸
問
の
完
会
な
る
な
の
と
等
し
を
程
皮
迄
誕
歩
一
保
・
障
を
有
ず
る
仁
も
拘
ら
下
関
係
凶
仁
し
て
之
が
令

じ
た
る
は
何
人
t
ζ

雌
活
字
ふ
能
以
合
る
所
な
れ
ば
な
一
訟
を
拒
む
と
き
は
淡
悶
家
似
事
情
の
的
問
九
州
W
L
丸
刈
出
と

'ot似
し
技
仁
所
前
倒
家
の
緩
諮
紘
一
歩
と
は
岡
山
水
の
…
し
総
約
破
棄
の
原
則
に
従
ひ
立
法
の
方
怯
仁
よ
ん

m

全
般
が
庇
按
且
つ
完
全
な
る
滋
歩
を
な
し
・
食
る
乙
と
一
滴
に
之
が
際
止
を
命
中
少
る
乙
と
を
初
旬

を
訟
除
す
る
引
の
仁
し
て
躍
に
君
主
叉
は
文
阻
階
一
第
三
候
女
明
閥
、
が
米
倒
閣
を
保
設
し
か
ι
る
坊
令
被
保
設

級
の
改
宗
の
場
人
官
は
勿
論
瓦
に
一
歩
を
准
め
て
閥
民
一
問
は
原
則
之
し
て
鈎
内
関
係
に
於
て
は
完
丸
信
な
る
主

全
般
の
宗
激
的
紙
切
越
の
如
念
場
合
と
雌
u
u
一
部
的
援
(
棋
を
有
し
総
て
司
絵
仙
怖
を
有
す
ふ
を
以
て
州
都
仁
究
明

還
は
領
事
裁
剣
消
滅
の
理
由
と
な
ら
ぎ
る
も
の
と
闘
が
北
上
仁
保
護
終
止
設
定
し
た
る
の
事
貨
は
従
来

す

各

闘

が

同

閤

仁

於

で

行

使

し

来

、

花

る

飯

事

裁

剣

椛

に

81 

雑 A

総

一

日

日
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奈良

総

何
等
の
影
響
を
及
ず
唱
の
に
非
ヂ
然
ら
ば
'
如
何
な
る
、

場
合
に
於
て
此
の
事
費
が
飯
事
裁
列
の
消
滅
に
関
係

す
る
も
の
な
'
り
や
と
一
五
ふ
仁
能
保
謎
凶
は
保
護
の
安

殺
を
泉
げ
ん
と
す
る
に
賞
。
飯
事
裁
剣
の
存
在
は
非

常
の
障
碍
と
な
る
を
以
て
之
仁
劉
し
何
等
か
の
措
置

じ
出
で
ぎ
る
一
円
か
ら
ヂ
而
し
て
此
椛
置
の
如
何
は
資

仁
領
事
裁
剣
仁
川
却
し
重
大
な
る
関
係
を
有
す
る
も
の

と
す
今
此
場
合
仁
能
保
護
閣
の
採
る
べ
を
措
置
仁
闘

し
二
個
の
主
義
を
説
明
せ
ん

(
叩
)
例
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皮
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保
諮
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置
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る
後
閥
際
談
剣
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リ
て
第
三
闘
を
し
て
領
事
裁
剣
を
撤
退
せ
し
め
ん

と
す
る
唱
の
に
し
て
脱
広
之
を
チ
ユ
ユ
ス
に
安
行
し

て
禁
致
宏
泰
せ
I

り
然
ど
宅
第
三
闘
は
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し
も
能
保
護

凶
の
提
議
に
閥
窓
ず
る
の
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務
な
き
も
の
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放
に

倒
閣
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三
閣
の
不
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誌
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令
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設
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の
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仁
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司
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仁
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も
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し
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飯
事
裁
剣
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撤
退
せ
し

め
ん
と
E-C
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期
す
る
が
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の
な
よ
り
一
放
に
彼
の
悦
令
裁
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如
を
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時
期
の
到
る
迄
ニ
凶
以
上
の
同
氏
に
関

係
す
る
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事
々
件
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裁
列
そ
し
め
以
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飯
事
裁
仰
の

勢
惑
を
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せ
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め
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と
す
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仁
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場
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仁
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一
五
ふ
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舎
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総
べ
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の
計
算
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中
央
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終
り
る
に
あ
t

り
印
も
各
所
よ
ら
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枚
入
文
山
等

に
針
ず
る
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告
書
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本
一
枇
仁
抗
出
せ
し
め
本
枇
白
わ
ち
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が
勘
定
整
理
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住
仁
蛍
ゐ
唱
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と
す
最
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二
一
一
一
十
年
間
に
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於
け
る
問
問
鍛
滋
合
計
の
談
慾
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資
仁
悲
し
さ
替
の
に
し
総
括
仁
平
準
別
に
終
騨
穂
別
ム
仰
に
務
協
を
滋
ふ
て
慾
別
し

て
呉
以
前
ド
於
て
は
合
計
は
制
州
立
し
て
一
課
を
な
し
大
る
各
議
資
総
及
び
本
挙
上

b
の
日
報
と
限
合
の
上
賃
金
の
訴
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ら
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ゆ
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各
所
に
総
統
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憶
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宅
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一
訂
五
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訂
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命
ホ
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方
川
切
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し
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、
花
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如
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下
少
し
く
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の
井
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を
が
故
に
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仁
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仲
裁
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計
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概
一
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隙
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ぺ
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日
抑
制
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其
枚
入
総
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資
限
波
仁

鍛
滋
令
計
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之
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別
し
て
収
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文
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方
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滋
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収
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収
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仁
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踏

入
是
な

b
(絞
殺
以
外
の
収
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叉
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収
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翠
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叉
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跨
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叩
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仁
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し
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仁
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仁
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々
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合
計
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る
を
一
袋
す
令
計
仁
於
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各
鍛
滋
令
一
耽
仁
毎
月
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定
の
書
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掠
る
滋
知
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を
後

て
以
上
の
抑
制
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を
受
け
北
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を
時
訟
の
一
井
を
谷
滋
賀
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る
も
の
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之
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反
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て
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品
M
初
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他
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合
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